
 

【参加資格】 

臨床発達心理士会会員（有資格者） 

 

【交 通 案 内】 

▽JR 宮野駅 

 下車徒歩 約４分 

▽バス 新山口駅から防長バス県立大学前 

 下車徒歩 約１分 

▽車 山口インターチェンジから国道 262 号で 

山口方面へ 

※山口県立大学ホームページをご覧ください。 

 

発達障害のアセスメント 

～正しい理解をもとにはじまる支援～ 

日 時：２０１８年 ２月１０日（土） １３：３０～１６：３０ 

場 所：山口県立大学南キャンパス D１４教室 
（〒753-8502 山口県山口市桜畠 3-2-1）宮野駅側の古いキャンパスです。新キャンパスではありません。 

参加費：５００円 

日本臨床発達心理士会 中国・四国支部会研修会 
 
 
 

諏訪利明先生 研修会 

 
【講師紹介】 
川崎医療福祉大学医療福祉学部 
医療福祉学科 准教授 
臨床心理士 
 

著書：『こんなとき、どうする?発達障害のある子へ

の支援 小学校』（ミネルヴァ書房），『ふしぎだね!?

自閉症のおともだち』 （ミネルヴァ書房）他多数 

 

○ 問い合わせ ○ 

藤田 久美 (山口県立大学) 

E mail: kumi@yamaguchi-pu.ac.jp 

※申し込みは不要ですがご不明な点などあり 

ましたら，お問い合わせください。 

 

 

※ 事前の申し込みは不要です。 

※ ＩＤカードを必ずご持参ください。 

※ 当日までに，年会費のお支払を完了してください。 

 

【概要】 
研修では，講師の豊富な臨床経験をもとに，「アセスメン

ト」とは何か，どのような方法・プロセスをたどるのか，そのプロ
セスの中で，家族や本人，身近な支援者とどのように共有
する作業を生み出すか，等について考える。研修を通して，
アセスメントの意義を再確認するとともに，正しい理解から始
まる支援の在り方について考えたい。さらに，障害者差別解
消法やインクルーシブ教育推進システムにおける合理的配
慮の導入とセルフアドボカシーの関係についても考えてみた
い。 

mailto:kumi@yamaguchi-pu.ac.jp

